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秋季県大会では、2回戦で9回2死ランナーなしからの逆転負けで、悔しい思いをしたが、
その相手校はベスト4まで進んでおり、相応の手応えを感じることができた。
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と、50分授業を60分授業にすることである。藤島高等学校では、毎日、50分×7コマの
計350分の授業を実施しており、授業間の休憩10分×6回との合計は410分。それを、60
分×6コマの計360分の授業と休憩10分×5回で合計が410分で全く同じになり、しかも
授業時間は、1日10分多い。年間授業日は約200日であるから、年間にすると40単位時
間増えることになる。そこで、「部活動の日」の設定も可能である。その日は授業を5コマ
にするのである。また一方、SSH研究の成果の一つとして、理系生徒たちを見ると、理科
3科目履修の素地は十分にある。理科3科目履修させるような教育課程の編成も可能で、
そうなれば、医学系志望の生徒の受け皿として、学校の特色化も図れるのである。
 そこで、平成17年度後半には、プロジェクトを立ち上げ、具体的には、1単位時間の弾
力化、2学期制の導入、Bクラス存続の是非など検討し、新藤島が目指す学校像を描くこと
にした。プロジェクトのメンバーを選定し、先進校の視察も実施し、それも参考にしなが
ら内部検討を重ねてもらい、年度末には、職員会議で検討の中間状況を報告して、全教職
員からも意見をもらった。検討途中での異動になったので、後任の校長に引き継ぐことに
なった。
 （9）未履修問題 一管理職の危機管理②
 平成18年、県教育庁高校教育課長として転任になる。その年の秋、富山県の県立高等学
校に端を発した未履修問題は、またたくまに全国に広がり、本県でも、県立11校、私立6
校で必履修科目の未履修があった。高等学校学習指導要領には、必履修教科・科目を規定
していて、平成元年改訂（平成6年実施）々’ら、地理歴史科の「世界史」が必履修科目に
なっていた。もちろん、どの学校も、全員が履修するような教育課程案を県教育委員会に
提出している。法令順守の精神に甘さがあったと言わざるを得ない。なお、学校週5日制
の導入など「ゆとり教育」が進められ、生徒の学力低下が問題視される中で、高等学校と
して、大学入試への対策でしわ寄せを受けていた面があったことは否めない。
 県教育委員会としては二未履修の状況を迅速に把握し、3年生への補講など当面の対応
策を講じるとともに、．次年度の教育課程案についてヒアリングを実施し、再発防止を図っ
た。記者発表は何回も行われ、その都度、私は、担当課長の一人として対応することが多
かった。記者からの最も厳しい質問は、r教育委員会は黙認していたのか。」であった。藤
島高等学校で未履修があることを、前校長として知っていても、課長として知っているの
とは区別すべきことと考えていたが、記者の質問に対する返答に窮した表情を映像に撮ら
れるなど、相当につらい思いもした。ただし、私にも、藤島高等学校の校長のときに、教
育課程を見直し、学習指導要領に従って「世界史」を履修できるように、3学年での履修
を2学年での履修に変更してきたという自負心があり、そのことを理解している記者もい
ることが心の支えになっていた。
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